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７
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応
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応
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修
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◇
実

施
日

；
２

０
１

８
年

０
５

月
０

４
日

(
金

)
～

５
月

０
６

日
(
日

)
 

 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
(
5
/
4
～

6
)
。

濱
野

兼
吉

・
志

岐
 

敬
(
5
/
4
～

5
)
。

 

沖
﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、
上

村
和

美
、
梶

野
照

雄
、
湯

川
一

郎
、
 

細
川

頌
司

(
5
/
5
)
。

 
 

 
 

 
計

９
名

、
延

１
３

日
。

 

 

５５ ５５
月月 月月
０
４

０
４

０
４

０
４
日日 日日
(
金

・
祝

)
 
    
晴

。
 

 
 

(
来

宿
者

１
７

名
)
 

新
宮

発
７

時
３

０
分

、
川

島
代

表
と

２
人

で
出

発
。

寒
気

団
が

南
下

し
寒

く
な

り
そ

う
な

の
で

、
ダ

ウ
ン

ジ
ャ

ン
パ

ー
や

フ
リ

ー
ス

の
シ

ャ
ツ

も
持

っ

て
寒

さ
対

策
は

バ
ッ

チ
リ

。
 

国
道

１
６

８
号

線
か

ら
宮

井
大

橋
を

渡
る

と
対

岸
の

小
船

集
落

キ
ャ

ン
プ

場
に

は
テ

ン
ト

が
満

杯
。

流
石

に
連

休
で

あ
る

。
 

国
道

３
１

１
号

か
ら

４
２

５
号

に
入

り
浦

向
の

集
落

を
過

ぎ
る

と
小

型
の

バ
ス

が
１

台
停

車
し

て
い

る
。

登
山

客
の

送
迎

用
に

待
機

し
て

い
る

の
だ

ろ

う
か

・
・

・
・

。
ア

マ
ゴ

釣
り

の
人

も
川

に
向

か
っ

て
い

る
。

国
道

の
両

側

に
は

フ
ジ

の
花

が
ま

だ
所

々
に

残
っ

て
い

て
下

界
よ

り
季

節
の

移
ろ

い
が

遅

い
こ

と
を

物
語

っ
て

い
る

が
、

山
は

す
っ

か
り

新
緑

の
季

節
を

迎
え

活
力

が

漲
っ

て
い

る
。

 

補
給

路
登

山
口

に
到

着
す

る
と

モ
ノ

レ
ー

ル
が

下
に

降
ろ

さ
れ

て
い

る
。

ザ
ッ

ク
や

食
糧

等
を

積
み

込
み

川
島

さ
ん

の
運

転
で

出
発

。
小

心
者

の
私

は

モ
ノ

レ
ー

ル
が

恐
く

て
、

積
極

的
に

乗
ろ

う
と

は
思

っ
た

こ
と

が
な

い
。

あ

ん
な

細
い

レ
ー

ル
で

あ
の

山
腹

の
急

傾
斜

を
登

る
の

は
凄

い
と

思
う

反
面

、

大
丈

夫
な

の
か

と
い

う
不

安
が

あ
る

。
確

率
的

に
は

ど
の

く
ら

い
の

頻
度

で

事
故

が
起

こ
る

の
だ

ろ
う

か
・

・
つ

い
想

像
し

て
し

ま
い

不
安

の
方

が
先

立

ち
、

マ
イ
ナ

ス
思
考
ば

か
り

す
る

。
そ

う
こ

う
す

る
う

ち
数

分
で

モ
ノ

レ
ー

ル
は
終
点

に
到

着
。

 

今
日

は
自

分
の
荷

物
だ
け

で
川

島
さ

ん
の
後

に
つ

い
て

小
屋

に
向

か
う

。

早
速

シ
ャ

ク
ナ
ゲ

が
ピ

ン
ク

の
花

を
咲

か
せ

迎
え

て
く

れ
る

。
今

年
は
裏

年

で
花

は
少

な
い

が
、

そ
れ

で
も

こ
の

花
の
華

や
か

さ
は

心
を

和
ま
せ

て
く

れ

る
。
前

回
の

３
月

下
旬

に
は
冬
枯

れ
し

て
い

た
山

々
も
赤

や
ピ

ン
ク

の
花

々

が
新

緑
に
色

ど
り

を
そ

え
て

い
る

。
例

年
な

ら
補

給
路
沿

い
の
コ

シ
ア
ブ
ラ

も
今

年
は

す
っ

か
り

新
芽

が
伸

て
、
旬

が
過

ぎ
て

い
る

。
川

島
さ

ん
は
行
仙

岳
山
頂

の
コ

シ
ア
ブ
ラ

も
例

年
よ

り
早

く
芽

が
出

て
間

に
合

い
、
乾

さ
ん

が

持
っ

て
き

た
コ

シ
ア
ブ
ラ

と
併
せ

、
前
半

の
当
番

の
人
達

が
御
馳
走

に
な

っ

た
そ

う
で

あ
る

。
 

佐
田

ノ
辻

は
い

つ
も

の
よ

う
に
冷

た
い
風

が
吹
き
抜
け

、
立

て
ら

れ
た
幟

り
旗

や
鯉

の
ぼ

り
が
強
風

に
煽

ら
れ

て
必
死

に
竿

に
し

が
み

つ
い

て
い

る
よ

う
で

気
の
毒

に
思

え
る

。
気
温

７
℃

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

荷
を

積
む

 
 

 
補

給
路

の
段

差
補

修
用

桟
木

を
運

ぶ
 

 小
屋

に
着

く
と
昨

日
か

ら
の
畑
林

・
中
前

さ
ん

が
迎

え
て

く
れ

、
コ

ー
ヒ

ー
を

い
た

だ
く

。
 

小
屋

の
管
理

は
畑
林

さ
ん

に
頼

み
、

川
島

、
中
前

、
濱

野
の

３
名

は
補

給

路
の
段
差

の
補
修

に
桟
木

を
背
負
子

に
背
負

い
下

る
。

第
一
ベ

ン
チ

か
ら
七

曲
が

り
、
十
五
曲

が
り

の
段
差

の
古

く
朽

ち
果

て
た

所
を

新
し

く
桟
木

を
取

り
替

え
、
段
差

の
高
低

や
ま

た
安
全

に
歩
け

る
よ

う
に
考
慮

し
な

が
ら

川
島

、

中
前

さ
ん

と
約

１
６
段
差

を
補
修

し
小
屋

に
戻

る
。

 

昼
食

を
す

ま
し

１
３

時
過

ぎ
に
畑
林

、
中
前

さ
ん

が
下

山
。



 2 

 
 

 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
上

 
 

段
差

桟
木

補
修

中
 

 
 

 
 

 
行

仙
宿

で
昼

食
 

 
 

 

交
代

者
下

山
前

に
 

 
 

雑
木

薪
を

一
輪

車
で

運
ぶ

 
最

初
の

来
宿

者
到

着
！

 

午
後

か
ら
薪

を
拵

え
る

。
川

島
さ

ん
は
奧
駈

道
周
辺

の
立

ち
枯

れ
倒
木

を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

小
切

り
、

私
は

一
輪

車
で

回
収

し
薪
置
き

場
に
揃

え
る

。
 

１
５

時
過

ぎ
頃

か
ら

宿
泊

の
登

山
客

が
見

え
始
め

る
。

先
を
目
指

し
小
屋

に
立

ち
寄

る
縦
走

者
に
コ

ー
ラ

や
コ

ー
ヒ

ー
の
接

待
を

す
る

。
今

日
は
深
仙

や
前
鬼

か
ら

の
人

が
多

く
健
脚
組
ば

か
り

で
あ

る
。

 

水
場
へ

の
水
汲

み
も

到
着
順

に
宿
泊

者
に
お
願

い
す

る
。
今

回
は
水

場
か

ら
７
㍑
ポ

リ
タ

ン
ク

を
担

ぎ
、

登
り

７
分

チ
ョ

ッ
ト

で
上

が
っ

て
く

る
猛

者

も
い

た
。
予
期
せ
ぬ

事
が

あ
っ

た
が

志
岐
会
友

が
浦

向
道

か
ら

登
っ

て
来

る
。
 

私
た

ち
も
夕

食
の
準
備

に
か

か
る

。
川

島
さ

ん
の
朝
採

れ
の
空
豆

に
ス
ナ

ッ
プ
豌
豆

を
塩
茹

で
し
玉
葱

と
の
サ
ラ

ダ
。
夕

食
用

に
タ

レ
漬
け
牛
肉

と
玉

葱
、

小
屋

の
ホ

ダ
木

に
生

え
て

い
た

シ
イ

イ
タ
ケ

を
油
炒
め

に
す

る
。

 

１
６

時
半

か
ら
夕

食
交

流
会

が
始

ま
る

。
当
初

来
宿

者
９

名
で
在

り
、

宿

泊
者
全
員

に
缶
ビ

ー
ル

１
本

を
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
た

が
、
最
終

的
に
予
約
外

を

含
め

1
7
名

が
宿
泊

し
、

来
宿

者
全
員

に
無
償
提
供

す
る

は
め

に
な

っ
た

。
 

川
島

代
表

よ
り
「

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

・
千

日
刈
峰
行
」

に
よ

っ
て

南
奧

駈
道

の
太
古

ノ
辻

よ
り
熊

野
本

宮
ま

で
、
結
局
「
役
行

者
が
修
行

し
た

大
峯

奧
駈

道
」

が
通

し
て
歩
け

る
よ

う
に

な
っ

た
。

南
奥
駈

道
の
整
備

等
日
頃

の

「
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
」

の
活
動

を
紹
介

さ
れ

た
。
又

、
今

日
は

川
島

代
表

「
喜
寿
」

７
７
歳

の
誕
生

日
で

あ
る

と
紹
介

さ
れ

、
そ

の
後
全
員
自
己
紹
介

等
が

あ
り

、
大
変
楽

し
い
夕

食
交

流
会

が
１

９
時
半

ま
で
行
わ

れ
た

。
 

 
 

 

 
代

表
・

本
日

喜
寿

に
！

 
 

京
都

か
ら

の
来

宿
者

 
 

 
来

宿
舎

と
の

夕
食

 

 
 

 

 
 

 
 

来
宿

者
と

の
夕

食
・

自
己

紹
介

 
 

 
 

 
 

 
管

理
棟

で
懇

親
会
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京
都

か
ら

来
ら

れ
た

４
人

連
れ

の
中

に
「
京
都

山
の
会
」
の

方
が
居

ら
れ

、

行
仙

宿
建
設

の
際

に
一
輪

車
を
担

い
で

登
っ

て
こ

ら
れ

た
関
本
俊

雄
さ

ん
、

十
二
支
会

・
元
会
長

の
横
田
明
男

さ
ん

も
知

っ
て
お

ら
れ

る
と

の
事

か
ら

、

そ
の
後
管
理
棟

に
て
「
京
都

の
４

人
」
と

の
懇
親
会

が
２

１
時
半
迄
行
わ

れ
、

川
島

さ
ん

と
管
理
棟

で
宿
泊

さ
れ

た
。

 

私
も

ス
ト

ー
ブ

の
火

を
消

さ
な

い
よ

う
に

、
１

時
間
半

か
ら

２
時
間
ご

と

に
薪

を
入

れ
、
火

を
絶

や
さ

な
い

よ
う

に
し

た
。

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
3
0
→
8
:
5
0
登

山
口
9
:
0
0
→
9
:
3
0
行
仙

宿
9
:
4
5
→

モ
ノ

レ
ー

ル
終
点

下

補
給

路
の
段
差

補
修
作
業
→
1
1
:
2
0
行
仙

宿
(
昼

食
)
→
行
仙

宿
1
2
:
4
5
→

立
ち

枯
れ
雑
木

の
薪
作

り
→
1
4
:
4
0
行
仙
岳

。
夕

食
1
6
:
3
0
～

、
消
灯
・
就
寝
2
0
:
0
0
。
 

   
 
５５ ５５
月月 月月
０
５

０
５

０
５

０
５
日日 日日
(
土

・
祝

)
 

晴
 

(
来

宿
者

３
名

)
 

翌
朝
早

い
組

は
３

時
過

ぎ
か

ら
出

発
の
準
備

。
大
半

は
玉
置
神
社
迄

で
あ

る
が

、
一

気
に
本

宮
ま

で
下

る
と

い
う
健
脚
組

も
い

る
。

 

志
岐
会
友

は
、
５

時
４

０
分

に
玉
置
神
社

に
向
け

出
発
「

気
を

つ
け

て
！
」

と
声

を
掛
け
見

送
る
共

に
名
古
屋

の
女
性
二

人
連

れ
も
見

送
る

。
最
後

は
６

時
半

過
ぎ

に
京
都

の
方

々
が

小
屋

を
出

発
さ

れ
た

。
 

 
 

 

 
志

岐
会

友
が

出
発

！
 

 
女

性
二

人
連

れ
出

発
！

 
 

京
都

の
方

達
出

発
！

 

 

７
時

２
０

分
細

川
・

湯
川
君

が
、
甥

( 細
川

) を
連

れ
て
笠
捨

山
か

ら
茶
臼

山
へ

の
尾
根
偵
察

に
行

く
為

、
新

宮
５

時
頃

に
出

て
沖
崎

さ
ん

か
ら
預

か
っ

た
「
お
茶

の
葉

と
ビ

ー
ル

１
箱
」

を
荷
揚
げ

し
て

く
れ

る
。
無
理
せ
ぬ

よ
う

と
伝

え
る

。
 

川
島

さ
ん

は
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
の
切

れ
が
悪

い
の

で
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

を
取

替
え

、
チ
ェ

ン
ソ

ー
内

の
溜

ま
っ

た
木
屑

も
取

り
除

く
。

 

一
段

落
し

た
と

こ
ろ

で
、

補
給

路
登

山
口

の
モ

ノ
レ

ー
ル

下
の
林

道
側
溝

に
、
支
谷

か
ら
枯
葉

や
土

石
砂

等
が

流
入

し
側
溝

か
ら

の
溢

れ
を
浚
渫

し
、

側
溝

の
は
け

を
良

く
す

る
作
業

の
為

私
は
手
箕

３
個

を
持

っ
て

、
川

島
さ

ん

は
、
ジ
ョ

レ
ン

と
段
差

補
修

用
の
木
杭

６
本

を
担

い
で

モ
ノ

レ
ー

ル
終
点
へ

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
が

降
ろ

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
前

日
終
点

に
デ
ポ

し
て

い
た

ト
ン
ガ

一
丁

と
ジ
ョ

レ
ン

・
手
箕

３
個

を
積

み
登

山
口

に
下

り
る

。
 

程
な

く
梶

野
車

。
沖

﨑
者

( 同
乗
・
上
村

) 、
児

嶋
車

( １
屯

ト
ラ

ッ
ク

) が
到

着
。
早
速

側
溝

を
浚

う
。

ジ
ョ

レ
ン

や
ス
コ

ッ
プ

( 沖
崎

) で
掻
き

、
手
箕

に

枯
葉

や
土

石
砂

を
入

れ
る

が
、
運
ぶ
際
手
箕

の
隙
間

か
ら
水

が
し

た
た

り
落

ち
、
ズ
ボ

ン
に
泥
水

が
か

か
り
濡

れ
る

。
 

適
当

な
所

で
止
め

よ
う

と
言

う
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
沖
崎

さ
ん

の
人

出
が

あ
る

時
に

と
全
部
浚

え
て

し
ま

う
。

シ
ー
ボ

ル
ト
ミ
ミ
ズ

や
サ
ワ
ガ
ニ

が
い

て
、
昔

は
ウ
ナ
ギ

モ
ド

リ
の
エ
サ

に
使

っ
た

。
サ
ワ
ガ
ニ

は
唐
揚
げ

や
味
噌

汁
の
具

に
し

た
と

か
言

い
な

が
ら
少

年
に
戻

っ
て
作
業

に
精

を
出

し
た

。
 

 
 

 
 

 

 
側

溝
の

土
砂

等
堆

積
状

況
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

下
除

去
 

 
堆

積
土

砂
除

去
・

運
搬
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側
溝

の
溝

堆
積

土
砂

浚
え

・
運

搬
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堆
積

土
砂

浚
い

後
 

 

「
山

彦
」

も
土

方
を

す
る

時
に

は
日
当

が
出

て
も

い
い

の
で

は
云

々
の
冗

談
も

で
て

、
肉
体

の
疲
労
感

と
共

に
達
成
感

も
味
わ

っ
た

。
 

終
了
後

、
カ

フ
ェ

児
嶋

が
開
店

、
谷

の
湧
き
水

で
コ

ー
ヒ

ー
を
淹

れ
( ト
ラ

ッ
ク

の
電
源

) 一
息

を
い

れ
行
仙

宿
小
屋

に
戻

る
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
は

傾
斜
地

で
停
止

し
た

時
に

、
時

々
下

降
す

る
不
具
合

が
生

じ
て

い
る

の
で

、
㈱
カ

マ
ハ
ラ

テ
ッ

ク
で
教

っ
た

児
嶋

さ
ん

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
を
修
理

・
調
整

を
す

る
た
め

に
一

人
残

る
。

 

途
中

、
川

島
さ

ん
は
木
杭

の
必
要

な
段
差

補
修
箇

所
が
在

る
の

で
、
木
杭

を
持

っ
て

下
り

５
段
差

を
補
修

さ
れ

て
か

ら
戻

ら
れ

た
。

 

小
屋

で
は

梶
野

さ
ん

が
発
電

機
を
作
動

さ
せ
掃
除

機
を

か
け

、
沖
崎

・
上

村
さ

ん
は

、
備
品

の
整
理

や
片
付
け

を
行

い
、
き

れ
い

に
整
頓

さ
れ

て
い

く
。

 

昼
食

は
差

し
入

れ
の

ト
ン
カ

ツ
弁
当

、
昆
布

の
巻
き
寿

司
、
柏
餅

等
豪
華

な
食

事
と

な
っ

た
。

 

突
然
自

転
車

を
引

い
た
青

年
が
現

れ
る

。
聞
け
ば
峠

を
自

転
車

で
越

え
て

い
る

と
の

こ
と

、
も

う
随

分
古

い
話

に
な

る
が
徳
本
峠

を
自

転
車

で
越

え
て

い
た
青

年
に
会

っ
た

こ
と

が
あ

る
と
話

す
と

、
彼

も
徳
本
峠

を
越

え
上
高
地

に
出

た
こ

と
も

あ
る

と
答

え
た

。
富
士

山
に

も
自

転
車

で
行

っ
た

と
も
話

す
。

昼
食

を
挟

み
な

が
ら

川
島

さ
ん

と
随

分
話

し
込

ん
で

い
た

が
、
彼

は
持
経

宿

を
経

て
滝

川
辻

を
越

え
る

よ
う

で
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

行
仙

宿
に

戻
り

昼
食

 
 

 
志

納
箱

の
改

修
 

 
 

 
 

日
帰

り
組

下
山

前
 

 

 
午
後

か
ら
焼
却
炉

で
使

用
し

た
ト

イ
レ

ッ
ト
ペ

ー
パ

ー
を
焼
却

。
小
屋
内

の
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

、
ゴ
ミ

、
ア

ル
ミ
缶

等
を

ゴ
ミ
袋

に
詰
め
作
業

は
終
了

。

私
と

日
帰

り
組

は
、
そ

れ
ぞ

れ
背
負
子

や
手

に
持

っ
て

降
り

る
こ

と
に

す
る

。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

の
修
理
調
整

を
し

て
い

た
児

嶋
さ

ん
も
昼

食
を
終

え
て

１

３
時
半
前

に
行
仙

宿
に

上
が

っ
て
き

て
全
員
揃

う
。

 

し
ば

ら
く

し
て
佐
田

ノ
辻

で
記
念
撮
影

を
撮

り
、
今

日
も

う
一
泊

の
川

島

さ
ん

を
残

し
１

４
時
前

に
下

山
。

 

児
嶋

さ
ん

は
先

日
採

っ
た
行
仙

宿
入

口
の
雨
水
槽

に
挿

し
て

い
た

シ
ロ
ヤ

シ
オ

の
花

を
持

っ
て

下
る

。
荷

物
は

モ
ノ

レ
ー

ル
に
載
せ

、
後

発
の

梶
野

さ

ん
に

モ
ノ

レ
ー

ル
を
託

す
。

沖
﨑

さ
ん

と
私

は
途
中

の
駐

機
場

に
置

い
て

い

た
オ

イ
ル

や
燃
料

等
を

回
収

し
て

、
林

道
に

下
る

。
児

嶋
さ

ん
最
終
調
整
中

。
 

 
林

道
で

は
保
管

用
の
箱

に
燃
料
オ

イ
ル

等
を
詰
め
替

え
シ

ー
ト

を
被
せ

る
。

駐
機

場
に
屋
根

を
付
け
エ

ン
ジ

ン
部

分
の
雨

よ
け

対
策

を
し

な
け

れ
ば

と
い

う
こ

と
に

な
る

。
 

 
湯

川
さ

ん
が

１
５

時
頃

に
下

り
て
き

て
、
甥

の
細

川
君

も
少

し
遅

れ
て
顔

を
出

し
、
次
週

１
３

日
の

大
日
岳

の
参

加
要
請

や
、

梶
野

さ
ん

の
１

２
日

～

１
３

日
の

大
峯
縦
走

ト
レ
ラ

ン
の
サ
ポ

ー
ト

の
話

が
出

て
終
了

。
帰

路
に

つ

い
た

。
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本
日

の
作

業
者

(
茶

臼
山

班
外

)
 

モ
ノ

レ
ー

ル
最

終
調

整
 

 
茶

臼
山

偵
察

班
戻

る
 

 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

起
床

5
:
3
0
。
湯

川
さ

ん
荷
揚
げ
7
:
:
2
0
→
行
仙

宿
8
:
1
5
→
8
:
4
0
登

山
口
→
8
:
4
5

側
溝
土
砂
浚

え
作
業
1
0
:
0
0
→
1
0
:
2
0
登

山
口
→
1
1
:
1
0
行
仙

宿
→
1
1
:
3
0
昼

食

1
2
:
2
0
→
作
業
→
行
仙

宿
1
3
:
5
0
→
1
4
:
2
0
登

山
口
→
作
業
→

登
山

口
1
5
:
1
0
。

 
 

(
記

；
濱

野
、
写
真

；
川

島
・

梶
野

)
 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
の

モ
ノ
レ
ー
ル
の

モ
ノ
レ
ー
ル
の

モ
ノ
レ
ー
ル
の
修
理
調
整
作
業

修
理
調
整
作
業

修
理
調
整
作
業

修
理
調
整
作
業
    
(
記
；

児
嶋

)
    

先
日

、
沖
崎

さ
ん

と
二

人
で
㈱
カ

マ
ハ
ラ

テ
ッ

ク
鮒
田
工

場
へ
伺

っ
て

、

ブ
レ

ー
キ

の
調
整

の
仕

方
を
教
わ

り
、
エ

ン
ジ

ン
側

の
停
止
ブ

レ
ー

キ
と
緊

急
時

の
サ

イ
ド
ブ

レ
ー

キ
の

分
解

方
法

等
教
わ

っ
た

の
で

す
が

、
我

々
が
現

場
で
使

っ
て

い
る

モ
ノ

レ
ー

ル
と

は
少

し
だ
け
違

う
箇

所
が

あ
る

。
カ

マ
ハ

ラ
テ

ッ
ク
工

場
で
見

た
２

台
の

モ
ノ

レ
ー

ル
の
ブ

レ
ー

キ
ワ

イ
ヤ

ー
は
太

い
。 

山
彦
Ｇ

の
モ

ノ
レ

ー
ル

の
ブ

レ
ー

キ
ワ

イ
ヤ

ー
は

、
１
.
６
㎜

し
か

な
い

。
 

今
回

、
２
.
６
㎜

の
少

し
太

い
ワ

イ
ヤ

ー
に
交
換

す
る

に
は

、
今

ま
で

の
端

末
の
部
品

は
全

て
合
わ

な
く

な
る

。
事
前

に
太

い
ワ

イ
ヤ

ー
用

の
特
殊
ボ

ル

ト
を
自
作

し
て

い
た

の
で
取
替

え
る

。
取
付
部

の
穴

も
ド

リ
ル

で
少

し
大
き

く
す

る
。

 

サ
イ
ド
ブ

レ
ー

キ
の
ラ

イ
ニ

ン
グ

の
剥
離

が
無

い
か

も
確
認

す
る
様

に
言

わ
れ

て
い

た
の

で
ボ

ル
ト

を
外

し
、
ド
ラ
ム

を
引
き
抜

く
が

シ
ャ

フ
ト

が
錆

び
て
動

か
な

い
。
仕

方
が

な
い

の
で
木

の
板

に
穴

を
２
ヶ

あ
け

て
、
特
製
木

の
プ

ー
ラ
抜
き

を
作

り
、
何

と
か
ハ

ン
マ

ー
で
叩
き

な
が

ら
取
外

す
。

 

内
部

の
多
少

の
汚

れ
は
清
掃

し
て

、
シ

ャ
フ

ト
に
少

し
オ

イ
ル

を
つ
け
組

立
て

る
。
今

度
は

、
ウ
ソ

の
様

に
軽

く
入

る
。

 

ラ
イ
ニ

ン
グ

の
状
態

は
、

確
め

て
元
通

り
に
組
戻

し
、

１
３

時
頃

の
遅

い

昼
食

に
す

る
。

そ
の
後

、
モ

ノ
レ

ー
ル

を
運

転
し

１
３

時
半
前
頃

に
行
仙

宿

小
屋

に
着
き
本
隊

と
合

流
。
管
理
棟

側
の
窓
ガ
ラ

ス
の
破

れ
た
箇

所
を
塞

ぐ

作
業

を
し

て
い

た
梶

野
氏

を
手
伝

い
コ

ー
ヒ

ー
タ

イ
ム

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
で
荷

下
ろ

し
後

、
エ

ン
ジ

ン
側

の
ブ

レ
ー

キ
を
約

２
㎜

移
動

し
て

、
少

し
上

の
急

傾
斜
地
点

で
停
止
状
態

を
確
め

、
今

度
は
ニ
ュ

ー
ト
ラ

ル
に

し
て
エ

ン
ジ

ン
停
止

、
サ

イ
ド
ブ

レ
ー

キ
の

停
止

も
確
め

る
。

 

尚
、
サ

イ
ド
ブ

レ
ー

キ
は

、
緊

急
時
以
外

は
使
わ

な
い

よ
う

に
、
各
自

に

連
絡

し
徹
底

さ
せ

る
必
要

が
あ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山

笠
捨
山
とと とと
茶
臼
山

茶
臼
山

茶
臼
山

茶
臼
山
へ
の
ル
ー
ト

へ
の
ル
ー
ト

へ
の
ル
ー
ト

へ
の
ル
ー
ト
確
認

確
認

確
認

確
認
    
湯

川
(
彦
根

)
・

細
川

(
伊
丹

)
。
 

 
行
仙

宿
へ

は
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
会
員

の
叔
父
（

湯
川

一
郎
）
と

と
も

に
、
 

私
自
身
三

度
目

の
訪
問

と
な

り
ま

す
が

、
こ

れ
ま

で
は
行
仙
岳

、
水

場
の
往

 

復
だ

っ
た

た
め

、
笠
捨

山
に

は
登

っ
た

こ
と

が
あ

り
ま
せ

ん
で

し
た

。
 

今
回

、
叔
父

か
ら
笠
捨

山
に

登
っ

て
み

な
い

か
と

の
誘

い
が

あ
り
同
行

す
 

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
 

前
日

、
ぐ

る
ー

ぷ
事
務
局
長

の
沖

﨑
さ

ん
か

ら
預

か
っ

た
缶
ビ

ー
ル

１
箱

 

と
茶
葉

を
行
仙

宿
に
荷
揚
げ

す
る

と
の

こ
と

か
ら

、
叔
父

の
荷

物
を

私
が

持
 

つ
こ

と
と

な
り

、
久

し
ぶ

り
に

ザ
ッ

ク
が
重

い
と
感
じ

ま
し

た
。

 

 
補

給
路

登
山

口
か

ら
登

り
７

時
２

３
分

に
行
仙

宿
に

到
着

。
来

宿
者

の
対

 

応
で

宿
泊

さ
れ

た
、
ぐ

る
ー

ぷ
代

表
の

川
島

さ
ん

と
濱

野
さ

ん
に

迎
え

ら
れ

、
 

叔
父

が
笠
捨

山
へ

登
り
茶
臼

山
へ

の
ル

ー
ト

確
認

に
出

向
く
旨

を
伝

え
た

。
 

 
笠
捨

山
へ

の
登

路
、

新
緑

で
美

し
い
茶
臼

山
へ

の
尾
根

を
見

る
と

、
余

り
 

遠
く

に
は
感
じ

ら
れ

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
予

想
に

反
し

て
起
伏

の
多

い
こ

の

尾
根
歩
き

は
脚

に
堪

え
ま

し
た

。
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笠
捨

山
山
頂

に
は

８
時

５
３

分
に

到
着

。
遠

く
に
釈
迦
ヶ
岳

が
望

ま
れ

ま

し
た

。
一

休
み
後

、
反
射
板

の
あ

る
東
峰

か
ら
「
茶
臼

山
１

５
０

分
難

路
」

の
標
識

に
従

い
進

み
ま

す
が

、
い
き

な
り

急
下

降
で
踏

み
跡

も
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 
 

叔
父

は
古
び

た
赤

テ
ー

プ
が

あ
る

と
言

い
つ

つ
、
サ

ッ
サ

と
降

り
て
行

く

の
で

、
後

を
追

っ
て
行

く
の

に
大
変

で
し

た
。

 

 
尾
根

を
意
識

し
つ

つ
、
ピ

ー
ク

は
右

斜
面

を
捲
き

な
が

ら
進

み
ま

し
た

。
 

白
い

イ
ワ
カ
ガ
ミ

が
咲

い
て

い
る
ピ

ー
ク

を
越

え
る

と
、
深

い
キ

レ
ッ

ト
が

待
ち
構

え
て

い
ま

し
た

。
慎
重

に
歩

を
進
め
ピ

ー
ク

に
登

っ
た

と
こ

ろ
で

、

１
０

時
４

５
分

、
叔
父

か
ら

こ
の
ピ

ー
ク

で
休
憩

し
引
き
返

す
と
伝

え
ら

れ

ま
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
以

上
(
記

；
細

川
)
 

 
起
伏

の
多

い
こ

の
尾
根

は
、
昭
文
社

の
地
図

に
は
記
載

の
な

い
バ

リ
エ

ー
 

シ
ョ

ン
ル

ー
ト

。
往

路
で

は
気

が
付
き

ま
せ

ん
で

し
た

が
、
茶
臼

山
か

ら
笠

 

捨
山

に
向

っ
て

は
、
岩

や
樹
木

に
赤
丸

の
ペ

イ
ン

ト
が

い
く

つ
か
見

ら
れ

た
 

こ
と

か
ら

、
こ

の
ル

ー
ト

は
笠
捨

山
へ

の
登

路
と

し
て
歩

か
れ

た
も

の
と
考

 

え
ら

れ
ま

す
。

 

 
笠
捨

山
へ

の
最
後

の
登

り
で

は
手
足

を
フ

ル
に
使

い
ま

す
。

登
山
靴

の
中

 

に
も

、
土

と
枯
葉

が
入

り
込

み
ま

し
た

。
１

２
時

３
５

分
に

反
射
板

の
あ

る
 

東
峰

に
到

着
、
甥

に
「

あ
と
少

し
だ

、
頑
張

れ
」

と
声

を
か
け

ま
す

。
 

 
休
憩
後

、
行
仙

宿
へ

の
帰

路
、
縦
走

者
数

名
と

す
れ
違

い
ま

し
た

。
 

 
単
独
行

の
方

か
ら
「
次

の
ピ

ー
ク

が
笠
捨

山
で

す
か
」

と
声

を
か
け

ら
れ

 

ま
し

た
が

、
「

ま
だ

先
で

す
」

と
応

え
る

と
、
「

大
峰
縦
走

は
思

っ
た

よ
り

起
 

伏
が
多

く
疲

れ
ま

す
ね
」

と
の
返

事
が

あ
り

ま
し

た
。

 

 
行
仙

宿
に
戻

る
と

、
川

島
代

表
が
コ

ー
ヒ

ー
と
ポ

ッ
プ
コ

ー
ン

を
出

し
て

 

く
だ

さ
り

、
一
息

つ
き

ま
し

た
。

 

 
補

給
路

登
山

口
に

降
り

る
と

、
本

日
作
業

に
来

ら
れ

て
い

た
沖

﨑
事
務
局

 

長
、

児
嶋

さ
ん

、
濱

野
さ

ん
、

上
村

さ
ん

、
梶

野
さ

ん
が
作
業

の
後
始
末

を
 

さ
れ

て
い

ま
し

た
。
今

日
の

私
た

ち
二

人
の
行
程

等
に

つ
い

て
簡
単

に
報
告

 

し
、
皆

で
帰

路
に

つ
き

ま
し

た
。

 

 
帰

路
は

、
宮

井
大

橋
経
由

で
新

宮
に

１
６

時
４

０
分

に
無

事
到

着
。

 

 
甥

と
今

日
の
行
程

を
回

想
し

、
茶
臼

山
へ

の
思

い
が

さ
ら

に
強

く
な

る
の

 

を
感
じ

ま
し

た
。

 
な
お

、
今

回
の
茶
臼

山
ル

ー
ト

確
認

に
あ

た
っ

て
は

、
 

当
ぐ

る
ー

ぷ
会
友

の
瀧
本
昭
太

郎
さ

ん
の
記
録
（

２
０

１
０

年
１

２
月

２
 

７
・

２
８

日
）

を
参
考

に
さ
せ

て
い

た
だ
き

ま
し

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
ペ

イ
ン

ト
は

笠
捨

山
に

向

か
っ

て
塗

ら
れ

て
い

る
 

キ
レ

ッ
ト
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行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

 
新

宮
4：

5
4
→

6：
2
7
補

給
路

登
山

口
6：
3
5
→
7：
2
3
行
仙

宿
7：
2
6
→
8
：

5
3
笠
捨

山
9
：
0
6
→
1
0
：
2
9
キ

レ
ッ

ト
1
0
：
3
0
→
1
0
：

4
5
引
き
返

し
地
点

1
0：

5
2
→
1
2：
3
3
笠
捨

山
1
2：
3
8
→
1
4：
0
8
行
仙

宿
1
4：
2
8
→
1
4：

5
5
補

給
路

登
山

口
1
5
：
1
0
→
1
6
：

4
0
新

宮
 

 
 

 
 

 
 
（
記

 
湯

川
）

 

 
 小
屋
番

が
一

人
に

な
っ

た
川

島
は

、
宿
泊

ノ
ー

ト
を
読

ん
で

い
る

と
、
細

川
・
湯

川
君

が
茶
臼

山
尾
根

の
偵
察

を
終

え
て
戻

り
、
コ

ー
ヒ

ー
で

小
休
止

の
間

に
ル

ー
ト

確
認
報
告

を
受
け

る
。

 

楊
子

ノ
宿

か
ら
単
独
行

の
横
浜

の
方

が
到

着
。
彼

は
、
テ

ン
ト
・
寝
袋

を

持
参

し
て

い
る

が
火
器
類

を
持

た
ず
菓
子

と
セ

ー
セ

ー
ジ
類

だ
け

で
行
動

し
て

い
る

と
い

う
。
少

な
く

と
も

マ
ッ

チ
か
ラ

イ
タ

ー
を

持
参

す
る
様

に
忠

告
す

る
。
ビ

ー
ル

・
コ

ー
ラ

ー
を
勧
め

た
が
糖

の
関
係
？
辞
退

さ
れ

た
。

 

二
人

で
ス
ナ

ッ
プ
豌
豆
+
玉
葱

の
サ
ラ

ダ
と
鯵

の
味
醂
干

し
を
焼

い
て

食

べ
る

い
る

と
、
テ

ン
ト
張

り
た

い
が
少

し
遅

れ
た

連
れ

と
相
談

す
る

と
小
屋

に
声

を
掛
け
外
へ
・
・
・
男
女
二

人
は

宿
泊

す
る

と
来

る
、
京
都
か

ら
来

た

夫
婦

と
の

こ
と

。
ビ

ー
ル

１
本
サ

ー
ビ

ス
す

る
と
言

う
と

大
喜
び

で
あ

る
。
 

結
局

、
来

宿
者

は
３

名
。
京
都

の
二

人
は
ビ

ー
ル

を
買

っ
て
飲

ん
で
頂
き

紙
パ

ッ
ク

の
酒

も
あ
け

、
世
間
話

を
し

な
が

ら
楽

し
い
ひ

と
時

を
過
ご

し
、

２
０

時
に
消
灯

・
就
寝

。
 

 
 

 

茶
臼

山
班

行
仙

宿
に

戻
る

 
 

 
 

 
 

本
日

の
来

宿
者

と
記

念
撮

影
 

５５ ５５
月月 月月
００ ００
６６ ６６
日日 日日
(( ((
火火 火火
)) )) 

 
晴
後
薄
曇

 
 

５
時

に
起
床

、
暖

か
い
朝

で
気
温

１
３
℃

。
お

湯
を
沸

か
し

て
来

宿
者

の

朝
食

を
手
助
け

す
る

。
横
浜

の
人

は
、
進
呈

の
カ

ッ
プ
ヌ

ー
ド

ル
で
朝

食
、

煮
豆

パ
ッ

ク
と
割
箸

も
あ
げ

５
時
半

過
ぎ

に
見

送
る

。
京
都

の
ご

夫
妻

も
６

時
前

に
「

気
を

つ
け

て
！

ま
た

の
お
越

し
を
！
」

と
見

送
り

一
人

で
朝

食
。

 

朝
食
後

、
宿
内
及
び
管
理
棟
内

の
紙

食
器
類

、
食
料

・
調
味
料

等
を
再
整

理
し

、
資
材
倉
庫

・
発
電

機
室
内

も
整
理
整
頓

を
行

い
、

集
め

た
ゴ
ミ

や
不

要
品

を
焼
却
炉

で
焼
却

す
る

。
 

月
曜

日
か

ら
仕

事
を
始
め

る
と

な
る

と
、
昨
夜

宿
泊

し
な

い
と
熊

野
本

宮

に
は

日
曜

日
に

着
け

な
い

の
で

、
整
理
作
業
中

に
登

山
通

過
者

な
し

。
 

整
理

に
思

っ
た

よ
り

も
時
間

が
か

か
り

、
ゴ
ミ
焼
却
後

の
１

０
時
半

過
ぎ

に
行

者
堂
前

の
鯉

の
ぼ

り
・
幟
旗

を
撤
収
収
納

す
る

。
 

本
日
予
約

者
６

名
(
大
峯

山
寺

・
戸
開
け
後
逆
峰

)
あ

る
が

、
１

１
時

に
下

山
す

る
も

、
途
中
雨
水
槽
内

の
缶
ビ

ー
ル

の
収
納

に
戻

り
、
保
管
後

下
山

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幟
旗

撤
収

！
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

起
床

５
時

、
朝

食
５

時
半

。
宿
内

・
管
理
棟

・
資
材
倉
庫
内
整
理

、
幟
撤
収

→
行
仙

宿
1
1
:
1
0
→
1
1
:
3
5
登

山
口
1
1
:
4
0
→
1
3
:
0
5
鵜
殿

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

；
川

島
)
 


